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特別支援学校（聴覚障害）小学部における
音楽科授業の取り組みに関する検討

―音楽科を担当する教員を対象とした質問紙調査を通して―

作田佳奈美*　　湯浅哲也** 　　加藤靖佳***

　聴覚特別支援学校小学部の音楽科の授業では，音楽の諸能力を伸ばすとともに，音楽を愛好する気持ちや楽しむ気
持ちを育むためにさまざまな実践が行われている。聴覚特別支援学校に在籍している多くの聴覚障害児は聴覚活用に
制約があることから，音楽科の指導の難しさが課題とされている。そこで，本研究では，聴覚特別支援学校小学部の
音楽科担当教員を対象に，質問紙調査を通して音楽科の授業の工夫や取り組みについて検討した。その結果，音楽科
の授業を行うにあたっての注意点や考慮すべき点として，「音楽は楽しいという気持ちを育てる」といった回答が最
も多く見られた。また，個々の児童の聴こえへの配慮とともに，(1) 音楽を理解するために歌詞表示など視覚的な情
報や補助教材の確保，(2) 歌唱における自由な発声表現や個々の聴こえや嗜好に合わせた器楽や楽曲の選定，が聴覚
障害児にとって音楽科の授業を楽しむための留意点であることが示唆された。
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Ⅰ　問題の所在と目的
　 2008（平成 20）年に学習指導要領が改訂され，小
学校の音楽科に関する現行の学習指導要領における教科
目標として，「表現及び鑑賞の活動を通して，音楽を愛
好する心情と音楽に対する感性を育てるとともに，音楽
活動の基礎的な能力を培い，豊かな情操を養う」ことが
明示されている。加えて，同学習指導要領では児童自ら
が音楽の良さや面白さに気づき，活動への興味関心を膨
らませながら友だちと関わり合い，主体的に音楽を学ぶ
喜びを味わうことのできるような学習活動の充実を図る
ことが示されている。また，音楽活動の基礎的な能力を
培うためには，児童が楽しく音楽と関わる活動を通して
音楽の諸能力を経験的に身につけていくことの大切さに
ついて明記されている（文部科学省，2008）。よって，
音楽の指導目標を達成しながら音楽の素地となる諸能力
を伸ばすとともに，現行の学習指導要領の文中に含まれ
る愛好する気持ちや楽しさを特別支援学校（聴覚障害）
（以下，聴覚特別支援学校）の音楽科の授業の中でいか
に引き出していくのかといった課題が重要になる。
　聴覚障害児に対する音楽科教育の実践について，歌唱
指導（田中，1989；小島，1997）や器楽指導�（森，
1991），和太鼓（杵鞭・須藤・濱田，2001；松本，
2008）の実践報告や，身体表現の指導でのボディパー
カッション（山田，2009），鑑賞指導（小島，2005；

荒木，2010）などといった報告が散見され，聴覚に制
限がある中で，音楽活動を楽しませながら，いかに音楽
の諸能力を獲得させるかを追究した日々の教育実践を
行っている様子が確認される。しかし，従来の研究では，
一部の教員の実践報告に留まっている。
　太田・加藤（2002）は，聴覚特別支援学校の音楽科
の授業において，学級の編成、授業の形態，補聴環境な
どによっても，聴覚特別支援学校の授業内容や方法は
様々であると報告しており，聴覚特別支援学校での音楽
科の授業を進めるにあたって聴覚障害児が楽しむために
はどう指導をすればよいのか，という課題を指摘してい
る。このほか，渡辺（1989）は，聴覚障害児の音楽が
楽しいということは音楽のどの部分を楽しんでいるのか，
教員が把握しなければならないとし，聴覚障害児と教員
の聴こえの差異から健聴者の主観的な指導になってしま
う場合がある，と述べている。加えて，櫻井（2002）
は，聴覚特別支援学校における専科の役割について言及
し，教科の専門性といった観点から，児童一人ひとりの
学習の進展や学級担任が学習や生活への全体的な支援に
専念できるなどの例を挙げ，専科教員の配置に関する調
査を行った結果，実際には専科の位置づけが困難である
ことや，専科の教員を置いている学校は少ないことを報
告している。
　以上から，聴覚特別支援学校の音楽科の教員が苦慮す
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る様子を垣間見ることができる。これまで，聴覚特別支
援学校の小学部の音楽科教育に関する学習環境や教科書，
指導形態，音楽科の指導を行う上での困難点や配慮に関
しての報告はなされているが，音楽科の中で各教員が聴
覚障害児に対して伝えたいことや授業に対する意識につ
いては言及されていない。また，太田・加藤（2001）
以降，聴覚特別支援学校小学部における音楽科の授業に
関する全般的な調査報告はなされておらず，加えて，現
在までの 15年の間で，特別支援教育への移行，重複障
害児や人工内耳装用児の増加（水田・都築，2007；大
鹿・濱田，2009），音楽指導法の進展など社会の変化が
顕著であったことからも，聴覚特別支援学校に在籍する
子どもたちの多様化という実態に即し，音楽の授業にお
いても一人ひとりに合わせた具体的な支援と適切な指導
法について，今一度検討する必要がある。
　そこで，本研究では，聴覚特別支援学校小学部で音楽
科を担当している教員を対象に，聴覚障害児への音楽科
の授業に関する質問紙調査を実施した。それらを通して，
聴覚障害児への授業の工夫についての実態を把握するこ
とができる。また，授業の方法や内容の共通性について
検討していくとともに，聴覚特別支援学校の音楽科を担
当する教員の音楽科授業の実践から，聴覚障害児にとっ
て，主体的に音楽活動に参加でき，学習指導要領に示さ
れている「楽しさ」を引き出すことのできるための音楽
の授業づくりについて，考察を深めていくことを本研究
の目的とした。

Ⅱ　方法
　１．調査対象
　�　全国の聴覚特別支援学校 106 校のうち，小学部が
設置されている 98校の小学部音楽科を担当している

教員を調査対象とした。なお，音楽科を担当している
教員が複数の場合でも，代表回答者として一人の教員
に回答を協力してもらえるよう調査依頼をした。
　２．調査の手続き
　�　本調査では，全国の聴覚特別支援学校に対して質問
紙調査用紙を送付する，無記名自記式質問紙調査を
行った。回収に関しては，個別に回答した質問紙調査
票を同封した返信用封筒を用いて，厳封して返信する
ように依頼した。なお，調査時期は，20XX年 9月
下旬から 10月下旬までであった。
　３．調査項目と内容
　�　調査内容は，太田・加藤（2001）で挙げられてい
る質問項目を参考に，音楽科の授業及び補聴環境，学
校生活における音楽科との関連，具体的な指導内容、
教員の音楽科に対する考え，といった音楽科教育の取
り組みに関する教員の実践や取り組みについての質問
紙を作成した。質問紙の作成にあたっては，聴覚特別
支援学校にて音楽科の授業を経験してきた聴覚障害大
学生 2名に聞き取り調査を行い，調査項目を検討し
ていく上での参考とした。また，本調査の質問紙の作
成にあたって，聴覚特別支援学校音楽専科教員 2名
（聴覚特別支援学校勤務歴：7年，20年）に質問項
目の検討に協力してもらった。具体的な質問項目は
Table�1 に示した。
　�　回答にあたり，質問 1・2・10は単一選択法，質問
3・5・6・11は複数選択法，質問 1・4 ～ 9・12 ～
14は，理由及び内容を聞いた項目も含めた自由記述
形式で設問した。
　４．分析方法
　�　フェイスシートおよび単一選択法，複数選択法の調
査項目は，Excel�2010 の統計を用いて，割合を算出

Table １　質　問　報　告
大項目

フェイスシート 職種（クラス担任・音楽専科・その他），教員年数，聴覚特別支援学校での教員年数

質問1：音楽科の授業形態
質問2：音楽科の学習形態
質問3：音楽科における補聴形態

質問4：音楽科と他教科との関連や連携をして取り組むことについて
質問5：学校生活や学校行事の中での音楽科との関連
質問6：音楽科と学校生活や年間行事を関連づけた活動内容

質問7：歌唱指導・器楽指導・鑑賞指導・身体表現の指導内容と児童が楽しんで活動へ取り組むための配慮や工夫
質問8：歌唱指導・器楽指導・鑑賞指導・身体表現の指導で児童が楽しんで参加していたと思われる活動
質問9：4つの指導内容以外の活動
質問10：各指導内容で教員が重視している指導内容
質問11：児童が楽しんで主体的に音楽と関わりを持つための動機づけとして行っていること
質問12：重複障害児への配慮や工夫

質問13：教材や教具に対する教員の考えや要望
質問14：音楽科の授業で気をつけていることや日頃から考えていること

質問内容

音楽科の授業形態及び
補聴環境に関する項目

学校生活における
音楽科との関連に関する

項目

具体的な指導内容に
関する項目

教師の音楽科に対する
考えに関する項目
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し，比較検討を行った。また，自由記述による回答で
は，筆頭著者と大学院で聴覚領域を専門とし，聴覚障
害と音楽に関心のある学生２名の計３名で協議の上，
KJ 法による回答項目の分類を行った。また，回答の
分類にあたっては，聴覚特別支援学校小学部で音楽専
科の教員 1名に確認をしていただいた。
　５．倫理的配慮
　�　質問紙の配布とともに，調査を依頼する聴覚特別支
援学校の学校長と音楽科を担当する教員に文書で研究
概要と参加の自由，個人情報が特定できないように配
慮する旨を説明し，回答をもって同意を得たこととし
た。集計した情報は厳重に扱い，調査後，回答用紙は
シュレッダーにて，分析データ資料を入力したUSB
メモリは機械的に破棄処理し，情報漏洩に十分留意す
ることとした。

Ⅲ　結果
　１．対象の基本属性
　�　 65校から回答があり，不備が見られた 2部を除外
し，63校（回収率 64.3%）の回答を有効回答とした。
回答者の内訳は，音楽専科が 24名（38.0%），クラ
ス担任が 20名（31.7%），その他が 19名（30.2%）
であった。
　�　また，教員としての勤務年数は，1年～ 36年と教
員年数に幅があり，勤務歴 1～ 9年が 18名（28.6％），
勤務歴 10～ 19年が 16名（25.4％），勤務歴 20~29
年 が 13名（20.6%）， 勤 務 歴 30年 以 上 が 14名
（22.2%），記述なし 2名（3.2%）であった。
　�　なお，聴覚特別支援学校での勤務歴は，0.5 年（半
年）～ 30年と幅があった。回答が多かったものとし
て，聴覚特別支援学校勤務歴 1 ～ 9年が 49名
（77.8％），聴覚特別支援学校勤務歴 10 ～ 19年が
10名（15.8％），聴覚特別支援学校勤務歴 20~29 年
が 2名（3.2%），聴覚特別支援学校勤務歴 30年以上
が 1名（1.6％），記述なしが 1名（1.6％）であった。
　２．音楽科の授業形態，学習形態，補聴環境について
　（１）音楽科の授業形態（質問１）
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であった。
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ことの有無について，「ある」（44.4%），「ないが必
要性を感じている」（15.9%），「ない」（39.7%）で
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行っている具体的な内容を，「現在はないが必要性
を感じている」を選択した場合は必要性を感じてい
る内容について回答してもらった。その結果，有効
回答数（n＝ 71）のうち，「自立活動」（n=20）に
関連する回答が最も多く，「国語科」（n=13）が続
いた（Fig.�1）。自立活動の内容に関しては，言語
指導と聴能学習との関連（85.0%）及び音楽科の補
足的な指導（15.0%）に大別された。一方，国語科
の場合は，歌詞や言葉の意味及び内容の説明
（76.9%）と，国語科の教科書や図書との関連
（23.1%）に分類された。音楽科と自立活動及び国
語科との関連の自由記述内容について，代表的なも
のをTable�2 に示した。

　（２）�学校生活や年間行事の中での音楽科との関連
（質問５）

　　�　他教科以外で学校生活において，もしくは年間行
事の中で音楽活動を取り入れたり子どもたちが音楽
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に触れたりする機会について，「ある」（91.4%），
「現在はないが必要性を感じている」（5.2%），「な
い」（3.4%）であった。

　（３）�音楽科と学校生活や年間行事を関連づけた活動
内容（質問６）

　　�　前項目にて，「ある」（n＝ 53）を選択した学校
の実際に行っている機会として，多い順から「卒業
式」（29.7%），「入学式」（14.2%），「音楽発表会」
（12.5%），「運動会」（11.5%），「集会」（8.1%），
「音楽鑑賞会」（5.1%），「朝の会」（4.4%），「帰り
の会」（1.7%），「その他」（12.8%）という結果と
なった。なお，音楽発表会では，交流小学校の発表
会で歌を歌う，合奏や合唱の発表のほか，校内での
発表会，警察音楽隊の演奏やバレエ鑑賞，オーケス
トラ鑑賞という回答が見られた。

　４．�歌唱・器楽・鑑賞・身体表現の活動内容（質問
７・８）

　�　音楽科の歌唱，器楽，鑑賞，身体表現の指導内容に
関して，自由記述式で回答を求めた。以下，4つの指
導内容に対する配慮や工夫について（Table�3），児
童の反応が良かったものについて（Table�4）の結果
を述べていく。
　（１）歌唱指導について

　　�　歌唱指導での配慮や楽しむための工夫（n＝
196）について，カテゴリー分類した結果，「視覚
的な補助教材を用いる」（37.3%），「身体表現や児
童の表現を取り入れる」（28.6%），「歌詞の内容や
リズムの理解」（23.0%），「その他」（11.2%）の順
で多かった。

　　�　また，歌唱指導における児童の様子（n＝ 107）
については，「児童の興味関心に即した歌唱教材の
導入」（49.5%），「児童の自主性や友だちとの交流
を意識した活動を取り入れたとき」（34.6%），「歌
詞の内容が理解できたとき」（9.3%），「その他」
（6.5%）に分類された。

　（２）器楽指導について
　　�　器楽指導での配慮や工夫（n＝ 102）についてで
は，「指示の出し方や視覚的な補助教材の工夫」
（39.2%），「楽器の基本的な操作」（25.5%），「児
童の聴こえと聴覚活用」（20.6%），「テンポやリズ
ムの理解」（14.7%）の回答に分けられた。

　　�　また，器楽指導での児童の様子（n＝ 96）につ
いては，「小学校の音楽科でよく用いられる楽器で
の活動」（40.6%），「友だちとの合奏や発表」
（19.8%），「児童の自主性や達成感を考慮した活
動」（14.6%），「様々な楽器と接する機会を設け
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国語科, 18.3%

体育科, 14.0%学校行事, 9.9%

生活科, 7.0%

図画工作,
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Fig.1　音楽科と各教科のつながり
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特別支援学校（聴覚障害）小学部における音楽科授業の取り組みに関する検討

指導内容 カテゴリー 代表的な自由記述内容

イラストや写真・動画などの視覚情報を掲示
簡易譜（視覚から音程をイメージできる・楽譜を易しくする）
リズム譜を提示
大判楽譜の提示
歌う箇所の提示
手話表現
身体表現を取り入れる
指文字やキュードスピーチで歌う
歌詞内容の理解
歌詞を読む

その他（11.2%） 学年に合わせた教材の作成、教材の展開
教員が児童の肩を叩く
児童の実態に合わせて楽譜の提示の仕方を変える
指揮を見て演奏のタイミングを伝える
鍵盤ハーモニカに音階シールを貼ってわかりやすくする
歌唱指導をしっかり行ってから楽器指導へと移る
児童の実態にあった選曲
複数の楽器を交互に演奏する
打楽器を使用する（振動が感じられるものなど）
一人ひとりの子供にとって聴きやすい楽器や音を選ぶ
テンポやリズムの理解定着
各パートのリズムの特徴や役割，パートの相互関係を言葉で伝える
生の演奏に触れる機会をつくる
鑑賞教材で用いられている楽器を使って音色を間近で感じる
DVDなどの視覚教材を用いる
楽器の内部を見せる
鑑賞学習の前後の学習を大切にする
教科書の内容にとらわれずTVの曲なども行う
友だち同士での発表の機会を設ける
見て楽しむ工夫をする
リトミック
子供たちの考えた創作表現を取り入れる
手話を用いて歌う
テンポ・リズムを手や足でとる
ボディーパーカッション

その他（3.0%） 身体表現そのものがねらいではなく，繰り返し歌唱表現を楽しくするための手段

鑑賞活動を行う前後の学習を大切にする
（20.9%）

児童同士で発表を聴き合う機会をつくる
（10.5%）

歌唱指導
（n＝196）

身体表現
（n＝3）

創作を伴う身体表現（63.7%）

リズムやテンポの理解としての身体表現
（33.3%）

視覚的な補助教材を用いる（37.3%）

身体表現や児童の表現を取り入れる
（28.6%）

歌詞の内容やリズムの理解（23.0%）

楽器指導
（n＝102）

指示の出し方や視覚的な補助教材の工夫
（39.2%）

楽器の基本的な操作（25.5%）

個々の児童の聴こえと聴覚活用（20.6%）

テンポやリズムの理解（14.7%）

鑑賞指導
（n＝67）

鑑賞教材における楽器音の聴取（40.3%）

視覚教材や鑑賞活動における視覚的補助の
活用（28.4%）

Table 3　各指導内容における配慮・工夫

Table 2　音楽科と自立活動及び国語科との関連
教科 容内述記な的表代ーリゴテカ

呼吸・発声・発音

発音練習を兼ねたオリジナル曲
言葉，発音・発語，イントネーション
発音・発語器官の柔軟化や促進，呼気のコントロール，聴覚活用，フィード
バックの強化，運動野や言語野の活性化等
発音指導と発声，声の高低や調節，息の出し方（特にリコーダー）
発声練習時に口形や舌の位置などを意識させる
同じリズムを打つなど，発音や発語と関係しており，実際にリズムを読む練
習では拍に合わせてタン・タンと言いながら練習している
リズム打ちとリズムの聞き取り，季節に合わせた歌や歌詞と関わる季節の言
葉の練習
人工内耳を装用しても活用が十分でない児童は聴能を高めるための学習（自
作の教材）を実施
聴覚の活用や発声の面で関連性がある
リズム（イントネーション）や音韻数を一致させる運動
学部集会で歌う今月の歌の指導
交流学習で必要な歌（手話ソング）を扱うこともある
音楽会参加のための練習を自立活動の際に見てもらう児童がいる

歌詞の言葉の意味及び内容の理解（76.9%）言葉の意味や歌詞の内容

「こわれた千の楽器」などの読み取りのための楽器名や音楽的表現・語彙など
歌詞の読み取りや日本語とのリズム

音韻数を意識したり歌詞の意味や曲からイメージを膨らませる活動
国語科の教科書や図書との関連（23.1%） 教科書に出てくる単元と歌を同時に行っている

教科書に載っている詩にメロディがついているものは音楽で取り上げて歌う
学習する楽曲に関連する図書を提案し、読書指導に利用してもらう

自立活動
（n＝20）

言語指導と聴能学習との関連（85.0%）

音楽科の補足的な指導（15.0%）

国語科
（n＝13）
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る」（13.5%），「児童の実態に合わせた器楽曲の選
定」（6.3%），「その他」（5.2%）の回答が得られた。

　（３）鑑賞指導について
　　�　鑑賞指導における配慮や工夫（n＝ 67）は，「鑑
賞教材における楽器音の聴取」（40.3%），「視覚教
材や鑑賞活動における視覚的補助の活用」（28.4%），
「鑑賞活動を行う前後の学習を大切にする」
（20.9%），「児童同士で発表を聴き合う機会を作
る」（10.5%）であった。

　（４）身体表現の指導
　　�　身体表現の指導内容の配慮や工夫（n＝ 102）に
関しては，「創作を伴う身体表現」（63.7%），「リズ
ムやテンポの理解としての身体表現」（33.3%），
「その他」（3.0%）であった。

　　�　なお，児童の反応が良かった（n＝ 54）ものは，
「身体表現の補助として言葉や楽器を用いての指
導」（29.6%），「児童の実態に応じた身体表現の活
動設定」（29.6%），「児童の表現の工夫を取り入れ
たり友達との交流を意識した活動」（27.8%），「身
体の諸感覚を活用した活動表現」（13.0%），との結
果であった。

　（５）�歌唱・器楽・鑑賞・身体表現以外の活動（質問
９）

　　�　音楽づくり活動や創作活動などの歌唱・器楽・鑑
賞・身体表現の 4つの指導に当てはまらない指導
内容（n＝ 34）については，「リズム創作」
（50.0%），「歌詞の創作」（20.6%），「創作活動に
つなげる活動」（14.7%），「劇の創作」（8.8%），
「その他」（5.9%）といった創作に関する様々な取
り組みが見られた。

　５．�音楽科の各指導内容で教員が重視する指導（質問
10）

　�　音楽科の指導内容に関して重要であると考えるもの
を選択し，その理由を自由記述形式で求めたところ
（n＝ 107），「歌唱指導」（n=32），「器楽指導」（n
＝ 21），「身体表現」（n＝ 17），「音楽づくり活動」
（n＝ 11），「鑑賞指導」（n＝ 5）といった順で重視
されていた。各指導内容における重視する理由に関す
る自由記述で，最も多かった「歌唱指導」では，言語
指導との関連を重視している教員が半数であったこと
が示された（Table�5）。

Table 4　児童の反応の良かった指導内容
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「その他」（5.9%）といった創作に関する様々な取
り組みが見られた。

　５．�音楽科の各指導内容で教員が重視する指導（質問
10）

　�　音楽科の指導内容に関して重要であると考えるもの
を選択し，その理由を自由記述形式で求めたところ
（n＝ 107），「歌唱指導」（n=32），「器楽指導」（n
＝ 21），「身体表現」（n＝ 17），「音楽づくり活動」
（n＝ 11），「鑑賞指導」（n＝ 5）といった順で重視
されていた。各指導内容における重視する理由に関す
る自由記述で，最も多かった「歌唱指導」では，言語
指導との関連を重視している教員が半数であったこと
が示された（Table�5）。

Table 4　児童の反応の良かった指導内容
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　６．�音楽と関わりを持つための動機づけとして行って
いること（質問11）

　�　児童が楽しんで主体的に音楽と関わりを持つための
動機づけとして行っていること（n＝ 120）について，
回答の多かったものから，学校の内外を問わず発表の
機会を積極的に設けていく（30.8%），活動の中に児
童の考えを積極的に取り入れる（29.2%），他学年の
演奏や発表を観賞させる（13.3%），他の演奏会や他
校の演奏に触れる機会を作る（10.8%），休み時間も
音楽室を開放している（10.0%），その他（5.8%）と
いう結果となった。
　７．重複障害児への指導上の配慮や工夫（質問12）
　�　重複障害児への配慮や楽しむための工夫についての
自由記述回答（n＝ 75）から，「理解しやすい活動の
工夫」（52.0%），「児童の実態に応じた適切な課題設
定」（30.7%），「友だちとの交流及び集団活動」
（14.7%），「その他」（2.7%）に大別された。
　８．教材教具に対する教員の考えや要望（質問13）
　�　楽器・音響機器・指導書など教員の教材教具に対す
る要望等に関した自由記述（n＝ 51）から，メトロ
ノームや手話付きのDVDなどの「視覚的な補助教
材」（58.8%），「楽器の種類」（19.6%），音楽機器や

教室の広さ，音楽の時間の拡大などといった「その
他」（21.6%）の 3つのカテゴリーに分類された。
　９．�音楽科の授業で気をつけていることや考えている

こと（質問14）
　�　音楽科授業にあたり，教員が気をつけていることや
考えていることについての問い（n＝ 94）に対して
は，大きく分けて，「音楽は楽しいという気持ちを育
てる」（36.2%），「児童の聴力を考慮した活動」
（18.1%），「理解しやすい活動の設定」（16.0%），
「音楽の基礎的な知識理解」（14.9%），「言葉の学習
とのつながり」（8.5%），「視覚的な補助教材の活用」
（6.4%）の 6つのカテゴリーに分けることができた
（Table�6）。

Ⅳ　考察
　本研究では，聴覚特別支援学校小学部で音楽科の授業
を担当する教員を対象に，聴覚障害児への音楽授業に関
する質問紙調査を実施し，各教員の音楽実践や工夫、取
り組みについての検討を行った。また、各聴覚特別支援
学校の活動事例や取り組みに関して全国調査を行ってい
く中で，実践の方法や内容の共通性を考察していくとと
もに，聴覚特別支援学校音楽科教員の音楽科の授業実践

 

Table 5　各指導内容における重視度
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から，聴覚障害児にとって楽しむことができるための音
楽科の授業について検討を加えることを本研究の目的と
した。その結果，いくつか知見が得られたため，その中
から数点を取り上げて考察を進める。

　１．�聴覚障害児の音楽における歌詞の視覚呈示の重要
性

　�　本調査より，音楽は楽しいという気持ちを育てるこ
とを念頭に置いて授業を実施している様子がうかがえ
た。音楽を楽しくするための工夫としては，ダンスな
ど主体的かつ視覚的に確認できる活動を授業に取り入
れることや，聴覚に障害を有する子どもたちが分かる
ように，イラストの掲示や打楽器の活用など視覚的な
補助教材や工夫を行っていることが明らかになった。
聴覚障害児教育における視覚情報の重要性はこれまで
もたびたび指摘されてきたが，その中でも歌詞が音楽
の授業を楽しむための重要な要素であることが注目さ
れる。
　�　聴覚障害児にとっての歌詞の役割について，太田・
加藤（2002）は，音楽聴取に際して，多くの聴覚障
害者は歌詞の含まれた音楽を好んで聴く傾向にあるこ
と，歌詞が聞き取れないことを理由に音楽聴取を行わ
なくなること，TVで歌詞を見ながら楽しむことなど
といった意見が挙げられたことを報告している。また，
中島・水戸部・山上（2014）は，音楽における字幕
化の要求について，歌詞の字幕化の要望が最も高かっ
たことを示している。このように，聴覚障害者は音楽
を楽しむにあたって，視覚的に確認できる歌詞が重要
な役割を担っていることがうかがえる。視覚情報の重

要性については，本調査からも，歌唱・器楽・鑑賞指
導の工夫及び授業で気をつけていることや考えている
ことにおいて，視覚的な補助教材の使用が挙げられて
いる。したがって，歌を聴く際に歌詞を示すといった
視覚的配慮が楽しむ上で不可欠であることが分かる。
また，歌詞表示だけでなく，歌詞の意味や内容を理解
することは，言語力や想像力など国語の力を向上させ
る役割を担うとともに，音楽が伝えたいことを理解す
るのにつながり，音楽の楽しみや音楽を好きになる要
因の拡大が想定される。そのことから，聴覚障害児に
対する音楽授業で歌詞は重要な要素であり，各教員が
歌詞を示して，その意味理解について指導しているこ
とが本研究からも確認された。
　�　ただ，その一方で，森・加藤（2015）によると，
聴覚障害児への質問紙調査で「歌詞が好きなので楽し
かった」という設問に対して，「思わなかった」と回
答したのが 29.1％であったという結果が見られる。
そのことに関しては，教材や楽曲の選定も一要因であ
る可能性が推察される。したがって，音楽科教育での
歌詞は，児童たちの音楽聴取の観点からは，歌詞の字
幕化は重要な問題と考えられるが，音楽の楽しさを考
えると，個人的な嗜好性などといった別の要因が影響
していると思われる。
　�　そして，聴覚特別支援学校に在籍する多くの聴覚障
害児にとって，旋律を理解することが困難であること
は音楽を楽しめない大きな要因の一つであるが，その
ことに関する取り組みや工夫は今回の調査からは確認
できなかった。現在のテレビでの音楽番組やカラオケ
で，歌詞とともに譜面や旋律を表示する例も見られる。

 

Table 6　授業で気をつけることや考え
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そういった旋律に代表される聴覚障害児にとって分か
りにくい要素を可視化するための教材づくりが今後の
楽しめる音楽の授業づくりにおいて，重要になってく
るのではなかろうか。

　２．自立活動を中心とした他教科と音楽科との関係
　�　音楽科の授業の中で，各教員はただ音楽を楽しむた
めの指導を行っている訳ではなく，他教科との関連も
念頭に置いて，指導を行っていることが示唆された。
その音楽科と各教科のつながりの中で，自立活動が最
も多く，次いで国語科が挙げられた。最も多かった自
立活動との関連では，発音・発語指導および聴覚活用
との関連が深いことがTable�2 からも確認される。
そのことは，太田・加藤（2002）の「養護・訓練」
が最も多かった結果と変わらないことが示された。
　�　重視する指導内容で最も多かった「歌唱」は，子ど
もの発声のコントロールの習得や流暢性の向上，さら
には歌うことを通じて話す訓練をしていく
（Kosaner，2011）。音楽の三要素であるハーモニー，
メロディ，リズムのほかにも，音の長さ，音の強弱な
どといった音楽の基本的要素は，言語における韻律に
つながるものと考えられる。例えば，声の高さに関し
て，加藤・太田（2003）によれば，聴覚障害児は発
話音声より歌唱音声の方が，基本周波数が高いため，
声の調節の幅が大きいこと，歌唱時の音声は高さの調
整が安定していることから，音楽活動を通して，発語
に役立つと言及している。また，リズムに関して，聴
覚障害児でも学習を積むことで音符や休符の長さを理
解し，聞き分けたり歌や楽器で表現したりすることが
可能になり，そのためにはリズムの土台となる拍の意
識を育てることが大事と考えられている（山本，
2017）。そして，音圧に関しても，教科教育の中で声
を大きく出して発声する機会は音楽科の授業時間を除
いてほとんどないように思われる。音楽科は，最初の
段階では自分の思いのまま発声できることが可能であ
り，そこから強弱のみならず高低なども含めて調節を
行っていくという貴重な学習の場であると思われる。
　�　したがって，聴覚障害の児童たちは日常的に意識さ
せられている音韻面の発声に加えて，発音・発語指導
でもほぼ取り上げることのない韻律的側面を全面的に
出して，発声できる場としての音楽科の授業は貴重で
ある。従来の自立活動の地道な発音・発語指導に対し
て，聴覚障害児は発音習得の大変さから嫌悪感を抱く

者も少なくない（小畑，1994）が，音楽科での聴覚
障害児の発声は楽しさにつながると思われる。
　�　聴覚活用の観点からは，近年の聴覚障害児はCD
やコンサートによる音楽聴取を行っている例が少なく
ない（太田・加藤，2002）。音楽の中に含まれている
音，リズムなどを弁別することや識別することが可能
になること，すなわち聴能の向上は，音楽能力のみな
らず，感情音声や環境音などの聞き取りにおいて重要
な意味を持つ（松原・Kjetil・寺澤・平賀，2014）。
その傍ら，聴覚障害者の音楽認知については，経験や
学習などのさまざまな要因が関与すること（大金・城
間・小渕，2015）からも，個人差が大きいことが推
測される。本調査でも，聴力レベルの差異から鑑賞に
関する指導の難しさを感じていることが示されていた。
そのため，音楽の指導での注意点（Table�6）にみら
れる「児童の聴力を考慮した活動」は，音楽への関心
を抱かせる面で重要かつ不可欠な観点であるため，
個々の音楽嗜好や聴力を十分把握した上で，適切な教
材を選定する必要があると思われる。
　�　さらに，近年は人工内耳装用児が急増している。人
工内耳は話し言葉の発達に大きく寄与している
（Svirsky,�Robbins,�Kirk,�Pisoni,�&�Miyamoto,�
2000）一方で，音楽のピッチおよびスペクトル属性
や音声言語の感情的側面に対しては，電極数の関係か
ら聴取に限界があることが言われている（Limb�&�
Roy,�2014；Nakata,�Trehub�&�Kanda，2012）。
しかし，音楽教育によって，音楽知覚や感情韻律の知
覚が改善される報告も見られる（Driscoll，2012；
Good,� Gordon,� Papsin,� Nespoli,� Hopyan,�
Peretz,&�Russol，2017）。したがって，音楽知覚や
楽しさは，生活の質の向上および聴能や発話音声を含
めた音声コミュニケーションの改善にとって，非常に
望ましいものと考えられる（Drennan�&�Rubinstein，
2008）。
　�　以上から，自立活動で行われる聴覚障害児の発音・
発語指導および聴覚活用の面から，音楽科の授業は貴
重な機会である。自立活動と音楽科は指導のねらいや
目標が異なるが，現在の学校教育では授業時間が限ら
れている。その中で，各教科に共通する部分を把握し
た上での指導が求められる。例えば，国語科との関連
では先述した歌詞の意味理解や言語指導，音読の際の
発声など，体育科ではダンスが 2008（平成 20）年
度より必修化しており，音楽感覚が不可欠となってい
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る。このように，他教科との教科間連携を十分図るこ
とが重要であると思われる。音楽科の授業では，音楽
ならでの楽しみ方を授業内で取り入れながら，各能力
と関連づけて，最大限に伸ばすことを目標にすること
が重要であると考える。

Ⅴ　今後の課題
　本研究では，全国の聴覚特別支援学校小学部で音楽科
を担当する各教員の実践に関する回答から，聴覚障害児
への授業に関する検討を試みたが，今回は教員の立場か
ら研究を進めた。聴覚障害児の音楽科授業での楽しさに
関する研究は，森・加藤（2015）があるが，両方の立
場から考察したものは未だなされていない。また，音楽
に対する「楽しさ」については，各個人や発達段階に
よって意味合いが異なることが想定される。そこで，聴
覚特別支援学校音楽科における楽しさの諸相をさらに追
究していくためには，授業者である教員と受講生である
児童の両側面からアプローチし，個人的に細かく見てい
くこと，かつ総合的に検討することにより楽しい音楽科
の授業を考慮していくことが今後の課題である。
　また，本研究では，幼稚部段階の音楽経験や中学部，
高等部または余暇での音楽の楽しみや関わりについては
調査項目に含まなかったことから，本研究では各学部で
の音楽経験の様相は把握できなかった。加えて，
Darrow（1993）によると，聴覚障害者の音楽への参
加や楽しさは，社会的所属，教育経験，家族の影響が大
きいことが明らかになっている。よって，本研究で得た
知見をもとに，今後は幼児期から児童期や学部間の音楽
経験のつながり，及び聴覚障害児のQOLを高めると
いった観点を含めた聴覚障害児の音楽における楽しさの
諸相をより明らかにしていきたい。
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知見をもとに，今後は幼児期から児童期や学部間の音楽
経験のつながり，及び聴覚障害児のQOLを高めると
いった観点を含めた聴覚障害児の音楽における楽しさの
諸相をより明らかにしていきたい。
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An Examination of approaches to Music Education Class in the Elementary 
Department of School for the Deaf

－ Questionnaire for the Teacher in charge of Music class －

Kanami SAKUTA* 　　 Tetsuya YUASA** 　　 Yasuyoshi KATO***

　 In elementary school level music classes for the deaf, along with boosting musical skills, the goal is also to train 
children to enjoy music and to love it; to this end they engage in numerous hand-on activities. This research considers 
music class planning and initiatives, referencing a questionnaire to music class teacher. The teacher was asked what 
they focused on most in music class, to which they responded that they wanted the children "to come to enjoy music." In 
addition, while considering whether or not each of the children was able to hear properly, they decided on musical 
activities with the following as the key points for achieving the goal of a fun music class: (1) securing visual information 
and supplemental teaching aids including lyric sheets, and (2) selection of instruments and sheet music enabling some 
degree of freedom of vocal expression for individual children.

Key Words :  elementary department of school for the deaf, music class, questionnaire


